
ＪＲ東日本　広域品川圏の共創まちづくり

紙　面　案　内

（１） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）第２部

都
市
生
活
を
イ
ノ
ベ

シ

ン
す
る
先
進
エ
リ
ア

　ＪＲ東日本グループが浜松町駅（東京都港区）から大井町駅（同品川区）
の間で展開する「広域品川圏（Greater Shinagawa）」の共創まちづくり
が、日に本格始動する。昨年３月にまちびらきとなった高輪ゲートウェ
イ駅前で展開してきた「TAKANAWA GATEWAY CITY」が１年を経
てグランドオープン、大井町駅に隣接した場所に開発した「OIMACHI TR
ACKS」がまちびらきとなる。
　広域品川圏と位置付け、各駅を中心に展開するえきまち開発が連鎖的に
進むエリアをＪＲ東日本では、「都市生活のイノベーションが生まれる先

進エリア」と捉え、地域や企業、大学などさまざまな関係者と共創した取
り組みを展開。先進性やエリア価値向上につながる先駆的な活動を通じて、
昼夜問わず、世界中の人々が訪問、滞在、回遊し、再び訪れたくなる都市
環境の構築に貢献していく。
　TAKANAWA GATEWAY CITYでは、昨年先行開業した大規模複合
棟のTHE LINKPILLAR １に続いて今回、THE LINKPILLAR ２、日本
文化を創造・発信するMoN Takanawa: The Museum of Narratives、総
戸数戸のプレミアムレジデンスTAKANAWA GATEWAY CITY RE

SIDENCEの建設が完了。「年先の心豊かなくらし」の実現を目指し
て展開していく各拠点が出そろうことになる。
　OIMACHI TRACKSでは、鉄道車両工場から始まり、地域と共に歩ん
できた場所に、オフィス、ホテル、レジデンス、店舗、映画館など複合機
能を持った都市生活の新たな共創拠点が誕生する。
　本特集では、TAKANAWA GATEWAY CITY、OIMACHI TRACKSを
中心として、ＪＲ東日本が進めてきた広域品川圏の取り組みとともに、グ
ランドオープン、まちびらきに合わせて完成した各施設を紹介する。

TAKANAWA GATEWAY CITY グランドオープン

Greater Shinagawa 本格始動．３．

２～３面　ＪＲ東日本担当者が語る「広域品川圏」
４～５面　THE LINKPILLAR ２

６～７面　MoN Takanawa: The Museum of Narratives
８～９面　TAKANAWA GATEWAY CITY RESIDENCE
～面　OIMACHI TRACKS

OIMACHI TRACKS まちびらき



広域品川圏の都市戦略

駅
を
核
に
し
た
大
規
模
開
発

マネージャー　天内　義也氏×マネージャー　中野　貴雄氏
ＪＲ東日本担当者インタビュー

未来を見据えて挑戦するまちづくり　
（２）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日） 第２部

　羽田空港の国際化やリニア中央新幹線の整備、羽田アクセス線（仮称）
・東山手ルートの開通などにより、さらなる交通基盤の真価が計画され
る東京南エリア。国際都市東京のグローバルビジネスゲートウェイとし
ての役割が期待される中、ＪＲ東日本グループは、浜松町駅から大井町
駅間を「広域品川圏」と位置付け、さまざまな関係者と共創し、「えき

まち一体開発」を連鎖的に推進している。国際都市東京の未来を開き、
東京の新たな魅力・価値向上を創出する共創型都市エリア戦略を展開。
各えきまちをつなぐモビリティ（鉄道、オンデマンド交通、水運、空飛
ぶクルマ）に加え、生活のデバイスに進化する「Suica」を「えきまち」
と顧客をつなぐプラットフォームとして整備する。広域品川圏における取り組みを聞いた
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史
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﹁
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Ｗ
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Ａ
Ｔ
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Ｗ
Ａ
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Ｔ
Ｙ
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Ａ
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Ｈ
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Ｒ
Ａ
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
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
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迎
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
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
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Ｒ
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開発戦略ユニット（大井町開発）
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
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井

町
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を
拠
点
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そ
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介
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
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Ａ
Ｗ
Ａ
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Ａ
Ｔ
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Ｗ
Ａ
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Ｔ
Ｙ
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
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Ｒ
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開
発
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
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
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
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
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
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
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
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
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開
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
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
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０
０
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﹂
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
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
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
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
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
﹁
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﹂
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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Ｒ
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
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
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
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
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独
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
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
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
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収
益
性
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
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
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
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
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Ｒ
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
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と
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に
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々
に
も
利
用
さ
れ
な
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り

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迂
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︵
う
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︶
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な
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西
側
に
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行
け
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
ま
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
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
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Ｒ
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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け
た
約
４
６
０
０
平
方

の
公
園

を
設
け
る
こ
と
で

災
害
時
の
広
域
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
て
い

ま
す

災
害
時
に
帰
宅
困
難
者
が
発
生

し
た
場
合

施
設
内
に
約
３
０
０
０
人

が

時
間
滞
在
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ


ス
も
確
保
し
て
い
ま
す

地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら

当
社
も
よ
り
良
い
サ

ビ
ス
を
提

供
し
て
収
益
性
を
高
め

都
市
の
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
複
合
開
発
を
進
め

て
き
ま
し
た


　
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
広

域
避
難
場
所
や
帰
宅
困
難
者
の
滞
在
に

役
立
て
る
判
断
は
品
川
区
が
行
い

当

社
も
そ
の
判
断
に
基
づ
い
て
活
動
し
ま

す

２
月
に
区
と
の
間
で
防
災
協
定
を

締
結
し
て
お
り

相
互
の
役
割
分
担
で

街
の
防
災
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す


　


広
域
品
川
圏
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
街
の
位
置
付
け
や
役
割
を
お
聞
か

せ
下
さ
い


天
内
　
高
輪
ゲ

ト
ウ

イ
駅
の
隣
に

は

日
本
有
数
の
タ

ミ
ナ
ル
駅
で
あ

る
品
川
駅
が
あ
り
ま
す

羽
田
空
港
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く

日
本
の
玄
関

口
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
大
き
な
役

割
を
担

て
い
ま
す

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

の
開
発
で
は

日
本
の
国
際
競
争
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
オ
フ

ス
や
ハ
イ

グ
レ

ド
な
ホ
テ
ル

住
宅
な
ど
国
際

交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
集
積
を
図


て
い
ま
す

広
域
品
川
圏
の
中
心
と
し

て
東
京
の
新
し
い
未
来
を
切
り
開
き


日
本
の
新
た
な
玄
関
口
を
つ
く

て
い

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す

Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
開
発
を
手
掛
け
て
い
る
大

井
町
は

下
町
文
化
が
残
る
住
宅
地
と

し
て
多
く
の
方
々
が
住
ん
で
い
る
場
所

で
す
が

り
ん
か
い
線
の
開
業
な
ど
も

あ

て
利
便
性
が
高
ま

て
い
ま
す


山
手
線
の
駅
か
ら
一
駅
と
い
う
好
立
地

で
も
あ
り
ま
す

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
は


お
膝
元
で
あ
る
高
輪
エ
リ
ア
だ
け
で
な

く

大
井
町
を
含
め
て
隣
接
す
る
駅
付

近
に
お
住
ま
い
の
方
々
も
頻
繁
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ポ
テ
ン
シ

ル

も
有
し
て
い
る
と
思

て
い
ま
す


中
野
　
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ

Ｋ
Ｓ
は

広
域
品
川
圏
の
中
に
あ

て

﹁
都
市
生
活
共
創
拠
点
﹂を
コ
ン
セ
プ
ト

に
掲
げ
て
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た


今
回
の
ま
ち
び
ら
き
を
経
て

い
よ
い

よ
街
を
運
営
し
て
い
く
フ


ズ
に
入

り
ま
す

コ
ン
セ
プ
ト
に
は

こ
の
街

に
関
わ
る
方
々
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
新

し
い
都
市
生
活
を
共
に
創

て
い
く
と

い
う
発
想
を
込
め
て
い
ま
す

大
井
町

が
住
宅
地
と
し
て
の
役
割
を
引
き
続
き

担
い
な
が
ら
都
市
機
能
を
持
ち
つ
つ


人
々
の
暮
ら
し
に
と

て
も
良
い
環
境

が
整

て
い
る
エ
リ
ア
と
し
て

新
し

い
生
活
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す

近
隣
に
あ
る
既
存
の

商
店
街
や

こ
の
地
に
２
０
２
９
年
度

に
新
庁
舎
の
開
庁
を
目
標
に
し
て
い
る

品
川
区
な
ど
行
政
機
関
を
含
め

地
域

の
皆
さ
ま
と
共
創
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す

そ
の
上
で
１
０

０
年
先
の
心
豊
か
な
く
ら
し
の
た
め
の

実
験
場
と
い
う
位
置
付
け
で
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

新
し
い
価
値

サ

ビ
ス

イ
ノ
ベ


シ

ン
を
実
装
し
て
い
く
テ
ス
ト
の
場

と
し
て

Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｋ
Ｓ
で
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
形

で
連
携
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し


う
か


　
例
え
ば

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ

ド
﹁
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
﹂
を
活
用
し

た
新
し
い
サ

ビ
ス
を
近
隣
の
商
店
街

と
連
携
し
て
展
開
す
る
な
ど

地
元
と

の
接
点
が
多
い
開
発
と
い
う
特
色
を
生

か
し
た
取
り
組
み
も
想
定
し
て
い
ま

す




　人々が快適に移動できる街をデザイン
（３） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）第２部

グランドオープン、まちびらきに合わせた主なイベント
OIMACHI TRACKS
■TRACKS OPENING DRONE SHOW（３月日）
■参加型イベント「Rhythm on TRACKS」（３月～５月日、週末開催）
■TOHOシネマズ学生映画祭（３月日）
■ホッケー体験＆ホッケータウンマルシェ（４月４日）
■スペシャルオーケストラ（４月日）
■プロジェクションマッピング＆ライティング（３月日～６月１日）
■ＪＲ東日本東京総合車両センター展示イベント（３月日～４月日）
■ＪＲ東日本総合車両センターワクワク体験ツアー（３月日）
■ミニミニ列車乗車体験会、駅長制服着用体験会と同時開催（４月５日）

TAKANAWA GATEWAY CITY
■山手線プレミアムツアー「FUTURE GATE TRAIN」（３月日）
■TAKANAWA GATEWAY SPECIAL LIVE（３月日～４月日）
■週末パレード「FESTIVAL PARADE」（３月日～４月日、週末開催）
■回遊型アートイベント「TAKANAWA GATEWAY CITY OPENING ART 

CELEBRATION」（３月日～４月日、週末を中心に開催）
■MoN Takanawa DRONE SHOW～ENERGY～（４月予定）

天内氏中野氏


年
先
へ
の
カ
ウ
ン
ト
は
こ
れ
か
ら

地
域
と
共
に
街
を
運
営

陸海空の統合した移動を目指す

鉄
道
会
社
が
手
掛
け
る
意
義

工
事
期
間
中
も
運
行
に
配
慮

建
設
業
界
の
存
在
は
不
可
欠

ま
ち
づ
く
り
へ
共
に
協
力
を

イ
ノ
ベ

シ

ン
実
現
へ

次
の
目
的
地
へ
の
ス
テ

プ
に
も

　


改
め
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し
て
掲

げ
る
広
域
品
川
圏
と
い
う
構
想
に

そ

れ
ぞ
れ
の
街
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
の
か

思
い
を
お
聞
か
せ

下
さ
い


天
内
　
日
本
に
や

て
く
る
方
々
に
と


て

東
京
の
南
側
の
玄
関
口
と
し
て

の
役
割
を
担
い
な
が
ら

未
来
の
暮
ら

し
を
広
域
品
川
圏
の
中
で
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す

﹁
未
来
の
暮
ら
し
は

こ
う
な
る

の
か
﹂
と
い
う
こ
と
を
こ
の
エ
リ
ア
で

見
せ
て
い
く
挑
戦
に
今
後
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す

さ
ら
に
言
え
ば

Ｊ
Ｒ

東
日
本
が
玄
関
口
と
し
て
の
広
域
品
川

圏
を
起
点
に
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
域

に
送
客
し
て
い
く
と
い
う
役
割
も
担


て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

各
地
域
に

拠
点
を
有
す
る
会
社
と
し
て

広
域
品

川
圏
か
ら
次
の
目
的
地
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
ス
テ

プ
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す


中
野
　
広
域
品
川
圏
で
は

Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
と
い
う
単
体

の
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず

圏
内
に
つ
ら

な
る
各
駅
で
の
ま
ち
づ
く
り
と
ど
う
連

携
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な

る
と
思

て
い
ま
す

電
車
に
乗
れ
ば

隣
の
駅
ま
で
２

３
分
で
行
け
る
こ
と

を

エ
レ
ベ

タ

で
上
層
階
ま
で
人

を
運
ぶ
の
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
と
捉
え

る
と
分
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し


う
か

広
域
品
川
圏
と
い
う
鉄
道
会

社
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ

て

利
用
さ
れ
る
方
々
の
移
動
を
含
め

た
シ

ム
レ
ス
な
サ

ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す

そ
の
た
め
に
も
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
で
生
み
出
さ
れ
た
イ
ノ
ベ

シ


ン
を
地
元
に
密
着
し
た
大
井
町
の
中

で
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す


　


最
後
に
な
り
ま
す
が

Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
し
て
都
市
開
発
を
進
め
る
上

で

パ

ト
ナ

と
捉
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
建
設
業
界
へ
の
メ

セ

ジ
を

お
願
い
し
ま
す


天
内
　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で


建
物
を
建
設
し

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
た
め
に
は

建
設
業
界

に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
業
界
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
あ

て


Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ

Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
も
開
業
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す

今
回
の
複
合
開
発
に
当

た

て
は

各
種
デ

タ
を
利
活
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
た
り

ロ
ボ

ト

が
自
ら
建
物
内
を
移
動
す
る
よ
う
な
仕

組
み
も
導
入
し
た
り
し
て
い
ま
す

こ

う
し
た
未
来
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る
上

で

建
物
の
設
計
や
施
工
の
段
階
か
ら

ど
の
よ
う
な
設
備
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
か
を
含
め
て
検
討
を
深
め
る
な

ど

こ
れ
か
ら
も
業
界
と
一
緒
に
チ


レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思

て
い
ま

す


中
野
　
建
設
関
係
の
皆
さ
ま
の
協
力
が

あ

て

街
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
と

思

て
い
ま
す

大
規
模
開
発
に
な
れ

ば
そ
の
分
工
期
が
長
く
な
り
ま
す

そ

の
中
で
物
価
高
騰
や

半
導
体
を
含
め

た
資
機
材
の
調
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
も
出
て
く
る
で
し

う

各
種
社
会

情
勢
も
あ

て
工
事
の
ス
ケ
ジ


ル

が
長
引
い
た
り

内
容
が
変
更
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

そ
う
し
た
課

題
が
あ
る
中
で
も
相
互
に
情
報
を
共
有

し
な
が
ら

ど
う
や

た
ら
実
現
で
き

る
か
と
い
う
視
点
で
関
わ
り
合
え
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す

建
設
業
界
で
は

人
手
不
足
と
い

た
課
題
も
抱
え
て
い

る
と
思
い
ま
す

そ
う
し
た
状
況
も
理

解
し
て

プ
ロ
ジ

ク
ト
を
前
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

引
き
続
き
の

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す


　


本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た


移動のイノベーション実現へ

　


さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
を
乗
り
越

え
て


日
に
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
グ
ラ

ン
ド
オ

プ
ン

Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
の
ま
ち
び
ら
き
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す

担
当
者
と
し
て

今

ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
ま

す
か


天
内
　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
は
２
０
２
５
年

３
月
に
ま
ち
び
ら
き
と
な
り

１
年
か

け
て
グ
ラ
ン
ド
オ

プ
ン
を
迎
え
ま

す

こ
れ
ま
で
計
画
に
携
わ

て
い
た

だ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
パ

ト
ナ


設

計
者

施
工
者
な
ど
数
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
た

と
思

て
い
ま
す

こ
の
間
に
は
コ
ロ

ナ
禍
な
ど

社
会
的
に
大
変
な
状
況
も

あ
り
ま
し
た

そ
れ
ら
を
全
て
乗
り
越

え
て
グ
ラ
ン
ド
オ

プ
ン
で
き
る
こ
と

に
は

関
係
者
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん


　
し
か
し

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
意
味

で
ス
タ

ト
と
な
り
ま
す

昨
年
の
ま

ち
び
ら
き
時
点
で
は
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
　
１
し
か
開
業
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
今
回
す
べ
て
の

施
設
が
稼
働
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す


地
域
の
方
々
と
の
連
携
や
各
地
域
か
ら

お
買
い
物
に
来
ら
れ
る
方
々
を
含
め


こ
の
街
を
利
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
々

を
対
象
に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
活
動
も
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
進
め
て

い
き
ま
す

街
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
が
常

に
新
た
な
発
見
が
で
き

豊
か
な
未
来

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
街
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
う
考

え
る
と

す
べ
て
の
施
設
が
開
業
す
る

こ
れ
か
ら
の
方
が

や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思

て
い
ま

す

こ
こ
か
ら
よ
う
や
く
﹁
１
０
０
年

先
﹂
に
向
け
た
カ
ウ
ン
ト
が
始
ま
り
ま

す


　
開
発
と
い
う
意
味
で
も
品
川
駅
側
に

続
く
開
発
が
控
え
て
い
ま
す
の
で

し


か
り
と
計
画
を
策
定
し

次
の
開
業

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん


中
野
　
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ

Ｋ
Ｓ
の
開
発
で
は
地
元
の
方
々
か
ら


そ
れ
こ
そ
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
い
て

工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す

ま
ち
び
ら
き
に
向

け
て

地
元
の
四
つ
の
商
店
街
が
自
主

的
に

歓
迎
の
フ
ラ

グ
を
作

て
周

辺
の
街
に
掲
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た


こ
の
開
発
が
完
成
し

街
が
変
貌
を
遂

げ
て
い
く
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
持


て
い
た
だ
け
る
こ
と
は

本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す

住
宅
地
と
し
て


こ
こ
に
住
む
方
た
ち
だ
け
が
知
る
街
か

ら

大
井
町
を
多
く
の
方
々
に
知

て

い
た
だ
く
広
告
塔
と
し
て
機
能
し
て
い

く
こ
と
が

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
地

元
の
方
々
へ
の
還
元
に
な
る
と
思

て

い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
そ
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら

街
の
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す


　


鉄
道
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が

こ
う
し
た
大
規
模
な
都
市
開
発
を

手
掛
け
る
意
義
を
改
め
て
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
の
ご
担

当
者
と
し
て
味
わ

た
苦
労
話
な
ど
も

交
え
て
伺
い
た
い
で
す


天
内
　
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

は

鉄
道
会
社
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

だ
と
思

て
い
ま
す

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

は
文
字
通
り

駅
と
街
が
一
体
と
な


て
新
し
い
都
市
景
観
を
形
成
す
る
も
の

で
す

た
だ
単
に
大
規
模
な
施
設
を
開

発
す
る
だ
け
で
は
な
く

各
種
デ

タ

を
利
活
用
し

そ
れ
ら
を
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
込
ん
で
い
く
点
で
も
新
た
な
挑

戦
だ
と
思

て
い
ま
す

駅
と
街

そ

し
て
デ

タ
や
各
種
イ
ノ
ベ

シ

ン

を
取
り
込
む
ま
ち
づ
く
り
は

当
社
だ

か
ら
こ
そ
可
能
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す


　
都
心
部
で
行
う
大
型
開
発
に
つ
い
て

私
た
ち
は

日
本
の
国
力
を
し

か
り

支
え
て
い
く
と
い
う
ミ

シ

ン
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す

鉄
道
会
社
と
い

う
公
益
性
の
高
い
当
社
が
ま
ち
づ
く
り

を
担

て
い
く
こ
と
に
は

大
き
な
意

義
を
感
じ
て
い
ま
す

そ
の
中
で
施
設

の
在
り
方
に
も
こ
だ
わ
り

シ

ム
レ

ス
な
動
線
を
確
保
し

安
全
な
歩
行
空

間
を
形
成
す
る
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま

す

駅
と
街

そ
し
て
外
部
と
内
部
の

動
線
を
確
保
す
る
と
と
も
に

用
途
の

境
目
を
無
く
す
こ
と
で
一
体
的
な
空
間

を
作
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す

そ
の
結
果

街
が
一
体
的

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

人
々
が
快
適
に
移

動
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た


　
苦
労
し
た
点
に
関
し
て
言
え
ば

こ

の
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

年
間
携
わ
る
中

で

各
フ


ズ
ご
と
に
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
い

た
出
来
事
が
思

い
返
さ
れ
ま
す

そ
う
い

た
数
々
の

変
化
を
乗
り
越
え

よ
う
や
く
グ
ラ
ン

ド
オ

プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す

国
鉄
時
代
か
ら
継
承
し
た
車
両
基

地
と
い
う
土
地
を

ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
将
来
に
わ
た

て
世
の
中
の
た
め
に

な
る
も
の
と
な
る
の
か

初
期
段
階
か

ら
検
討
を
重
ね
て
く
る
中
で

多
く
の

有
識
者
に
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
当
社

が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の

方
向
性
を
定
め
て
き
ま
し
た

多
く
の

ご
示
唆
を
い
た
だ
き
な
が
ら

最
後
は

﹁
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
﹂
と
い
う
軸
を
ぶ
ら
さ
な
か


た
こ
と
が

今
回
の
開
業
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
思

て
い
ま
す


中
野
　
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
方
々
は


日
々
街
に
出
て
生
活
を
さ
れ
て
い
ま

す

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
駅
を
中
心
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
ま
で
も
展
開
し
て

き
ま
し
た

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
や
Ｏ
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
の
開
発
で

は

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

鉄
道

サ

ビ
ス
や
モ
ビ
リ
テ

サ

ビ
ス
を

一
体
化
さ
せ
な
が
ら

新
た
な
生
活
の

中
で
快
適
に
安
心
し
て
日
々
暮
ら
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

公
共
交
通

機
関
を
有
し
て
い
る
当
社
だ
か
ら
こ

そ

他
の
デ
ベ
ロ

パ

と
は
異
な
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
と
考
え
て

い
ま
す

人
々
の
移
動
を
含
め
た
都
市

に
お
け
る
生
活
を
提
案
で
き
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す


　
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

の
開
発
に
は

工
事
に
着
手
し
て
か
ら

３
年
間
担
当
し
て
き
ま
し
た

計
画
づ

く
り
に
携
わ

た
立
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が

前
任
者
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
引
き
継
い
で

こ
の
開
発
に

関
わ

て
き
ま
し
た

着
工
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
変
更
が
生
じ

前
任
者
か
ら
引

き
継
い
だ
内
容
を
リ
バ
イ
ス
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

そ
う
し
た

中
で
一
番
苦
労
し
た
点
は

東
急
大
井

町
線
に
隣
接
し

地
下
に
は
り
ん
か
い

線
が
走
り

当
社
が
運
行
す
る
京
浜
東

北
線
や
車
両
セ
ン
タ

と
鉄
道
施
設
に

囲
ま
れ
た
敷
地
で
工
事
を
行
う
こ
と
で

す

常
時

工
事
が
鉄
道
に
与
え
る
影

響
を
計
測
し
な
が
ら

警
戒
す
べ
き
基

準
値
を
超
え
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
す

れ
ば

当
社
や
工
事
を
担
当
す
る
施
工

者
に
情
報
が
入
り

対
応
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

工
事
期
間
中

は

そ
う
し
た
こ
と
の
繰
り
返
し
で
も

あ
り
ま
し
た

駅
構
内
に
あ
る
店
舗
へ

の
物
資
搬
入
な
ど
の
動
線
も
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

鉄
道
運
行
の
支

障
と
な
ら
な
い
よ
う

各
種
関
係
者
の

活
動
に
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た




設計コンセプト

（４）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日） 第２部

TAKANAWA GATEWAY CITY

THE LINKPILLAR ２ 完成
　大規模複合棟「THE LINKPILLAR ２」は、昨年開
業した超高層ツインタワー「THE LINKPILLAR １」
の北側に位置し、都営地下鉄・京浜急行電鉄泉岳寺駅に
隣接する。建物の規模はＲＣ一部ＳＲＣ・Ｓ造地下５階
地上階建て延べ約万㎡。高さは約ｍ。施工
は同１に続いて大林組が手がけた。建物は、あらゆる需
要に応える自由度の高いオフィスに加えて、商業施設、
クリニック、フィットネスジムなどで構成する。
　低層階ではニュウマン高輪最後のエリア「MIMURE
（ミムレ）」が開業する。「年先の心豊かなくらし」
を目指し、パートナー・店舗で世界に誇る日本の食
文化を提供する。

　地下にはエネルギーセンター「Energy Management 
Center」を設置。国内最大級の蓄熱槽を完備し、街全
体のエネルギーマネジメントを担う。蓄熱槽は約２万ｔ
の水を蓄え、夜間に温水や冷水をつくり、災害時は非常
用水として活用できるようにする。開業にあわせて本格
稼働がスタート。水素を含む再生可能エネルギーを活用
し、二酸化炭素（ＣＯ）の排出実質ゼロを目指す。
　また、グランドオープンに合わせて、建物内に鉄道の
歴史や日本の近代化の歩みなどを紹介するギャラリーを
開設する。そして引き続き築堤の現地保存・公開に向け
て工事を進める（年春公開予定）。 駅

直
結
の
大
規
模
複
合
棟

２階オフィスエントランス

低層部外観

　かつての海岸線の躍動しながら移ろう波の姿と、出会いや文化が生まれ変化し続
ける姿を重ね合わせた、「潮の満ち引き流れ（Flow）」がこのまちのコンセプ
トです。THE LINKPILLAR ２もこの思想を踏襲しながら、国際交流都市となる
まちのアイデンティティーを強化するため、「Japan Symphony」という街区独
自のコンセプトを掲げました。これは、世界に誇る日本のもの造りへの敬意を背景
に、繊細な造作や移ろう陰影が、それぞれ異なるリズムを保ちながら緻密に重なり、
調和する状態を表現しています。
　高層外装は、車窓からの動く視点に着目し、出幅や角度が異なる縦ルーバーを配
置することで、時間と見る角度によって表情が移ろいます。低層外装は、高輪の崖線
を想起させる水平基調のボリュームに、御簾や小波をモチーフとした水平ルーバー
の緩急のある流れを重ね、線路に沿って並ぶ長大な街並みへの調和を図りました。
　日本初の鉄道路線の一部で、海上に鉄道を走らせるために造られた「高輪築堤」
が工事中に出土したことにより計画を見直し、築堤と共存する道を探りました。
　THE LINKPILLAR ２は、国指定史跡である高輪築堤の「第７橋梁部」の保存
・公開を予定しており、未来を創り出す街と遺構「高輪築堤」、その新旧を対比的
に表象し、共存する建築となります。

「時」を重ねる建築
品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）設計共同企業体
株式会社日本設計　チーフ・アーキテクト　浦木　拓也



工　事　概　要

施工のポイント

株式会社大林組　品川駅北開発３街区工事事務所　総括所長　杉本　直樹

（５） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）第２部

ビジネスワーカーの暮らしを支える
街
全
体
に
環
境
性
能
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ

供
給

MIMUREアトリウムパース

４階　スカイロビー

■工　　事　　名　　称：品川開発プロジェクト（第Ｉ期）３街区
■施　　工　　場　　所：東京都港区高輪２丁目
■発　　注　　者：東日本旅客鉃道株式会社
■設計・監理者：品川開発プロジェクト（第Ｉ期）設計共

同企業体
株式会社ＪＲ東日本建築設計
ＪＲ東日本コンサルタンツ株式会社
株式会社日本設計
株式会社日建設計

■施　　工　　者：株式会社大林組
■敷　　地　　面　　積：，．㎡
■建　　築　　面　　積：，．㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■階　　　　数：地下５階地上階塔屋１階
■構　　　　造：Ｓ一部ＳＲＣ、ＲＣ造
■外　装　仕　上　げ：アルミカーテンウォール、御簾ルーバー、

壁面緑化
■屋　根　仕　上　げ：アスファルト防水、保護コンクリート、

屋上緑化
■主　　要　　用　　途：事務所、百貨店、物販店舗、飲食店、診

療所、スポーツの練習場、保育所、自動
車車庫、自転車駐車場、地域冷暖房施設、
その他

■工　　　　期：年２月１日～年１月日
　写真・パース提供：ＪＲ東日本、ＪＲ東日本建築設計

緻密な作業間調整で円滑施工を

　
﹁
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ

Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
﹂
の
う
ち
３
街
区
に
あ

た
る
﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

Ｒ
　
２
﹂
の
施
工
を
大
林
組
が
担
当
し
ま

し
た

当
初
計
画
で
は
プ
ロ
ジ

ク
ト
を

構
成
す
る
四
つ
の
街
区
の
う
ち

最
初
に

完
成
す
る
予
定
の
建
物
で
し
た

工
事
を

進
め
る
中
で

現
場
か
ら
明
治
時
代
に
造

成
さ
れ
た
鉄
道
遺
構
の
高
輪
築
堤
跡
が
出

土
し

調
査
に
よ

て
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た

こ
れ
を
受
け
て
保
存
の
た

め

当
初
計
画
か
ら
建
物
全
体
を
東
側
に

移
動
︵
地
上
部
で
約
４


地
下
部
で
約



︶
さ
せ
る
施
設
計
画
に
変
更

ま
ち

づ
く
り
と
築
堤
保
存
を
両
立
し
た
新
た
な

計
画
で

２
０
２
２
年
２
月
に
着
工
し
ま

し
た

現
場
運
営
に
あ
た

て
は

総
括

所
長
の
下
に
▽
地
上
部
▽
地
下
部
▽
土
木


そ
れ
ぞ
れ
に
所
長
を
置
き

各
エ
リ
ア

に
お
い
て
円
滑
な
施
工
管
理
を
行

て
き

ま
し
た


　
現
場
周
辺
で
は
隣
接
す
る
他
街
区
で
工

事
が
進
ん
で
い
た
こ
と
に
加
え
て

近
隣

で
も
再
開
発
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況

で
し
た

こ
う
し
た
中

資
材
搬
入
や
作

業
の
輻
輳︵
ふ
く
そ
う
︶を
避
け
る
た
め


工
事
期
間
を
通
じ
て

他
現
場
と
の
綿
密

な
協
議
や
調
整
を
重
ね
て
き
ま
し
た

多

く
の
関
係
者
が
携
わ
る
こ
と
か
ら
難
し
さ

も
あ
り
ま
し
た
が

調
整
役
を
担

た
職

員
の
尽
力
で
安
全
で
効
率
的
な
工
事
を
実

現
し
て
い
ま
す


　
本
施
設
は
地
下
５
階
地
上

階
建
て
の

高
層
ビ
ル
に
な
り
ま
す

躯
体
工
事
で
は

地
上
と
地
下
を
同
時
に
施
工
で
き
る
逆
打

ち
工
法
を
採
用
し
ま
し
た

１
階
躯
体
を

先
行
施
工
す
る
こ
と
で

そ
の
床
を
作
業

ヤ

ド
と
し
て
活
用

地
上
階
で
は
鉄
骨

建
て
方
や
外
装
工
事

地
下
階
で
は
掘
削

工
事
と
躯
体
工
事
を
同
時
に
進
め
る
こ
と

で
工
期
短
縮
を
図
り
ま
し
た


　
最
も
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
作
業
間
調
整

で
す

１
階
で
は
建
設
残
土
を
運
搬
す
る

車
両
を
走
行
さ
せ
な
が
ら

地
上
階
・
地

下
階
の
コ
ン
ク
リ

ト
打
設
も
行
う
必
要

が
あ
り
ま
し
た

残
土
排
出
用
の
開
口
部

の
設
置
場
所
や
打
設
ス
ケ
ジ


ル

型

枠
・
鉄
筋
・
各
種
仕
上
げ
材
の
搬
入
な
ど

が
交
錯
し
な
い
よ
う
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組

み
合
わ
せ
る
緻
密
な
施
工
計
画
の
立
案
が

求
め
ら
れ
ま
し
た


　
山
留
め
工
事
に
は
Ｓ
Ｍ
Ｗ
工
法
を
採
用

し
て
い
ま
す

掘
削
深
さ
は


で

同

工
法
に
よ
る
掘
削
深
度
と
し
て
は
最
大
に

近
い
と
い
え
る
で
し

う

設
計
変
更
に

よ
り
建
物
が
移
動
し
た
た
め

当
初
計
画

に
比
べ
て
線
路
に
近
づ
い
た
状
況
で
山
留

め
壁
を
造
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た


品
質
面
で
は
山
留
め
壁
の
変
位
や
精
度
管

理
に
注
力

線
路
側
で
は
低
空
頭
機
を
使

用
し

限
ら
れ
た
敷
地
で
効
率
的
に
工
事

を
進
め
ま
し
た

芯
材
挿
入
に
あ
た

て

も
安
全
面
に
配
慮
し

最
終
電
車
の
運
行

終
了
後
に
作
業
を
実
施
し
ま
し
た

ま
た

逆
打
ち
工
法
に
よ

て
先
行
し
て
地
下
躯

体
を
構
築
し
た
こ
と
で

結
果
的
に
山
留

め
壁
の
変
位
や
崩
壊
防
止
に
大
き
な
効
力

を
発
揮
し
た
と
実
感
し
て
い
ま
す


　
地
下
３

５
階
に
は
国
内
最
大
級
の
水

蓄
熱
槽
が
導
入
さ
れ
る
地
域
冷
暖
房
︵
Ｄ

Ｈ
Ｃ
︶
施
設
が
あ
り
ま
す

高
効
率
な
エ

ネ
ル
ギ

供
給
を
目
指
し
ま
す

施
工
者

と
し
て

別
途
工
事
で
行
わ
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ｃ

機
器
の
設
置
お
よ
び
稼
働
開
始
日
を
遅
ら

せ
な
い
こ
と
を
重
要
事
項
と
と
ら
え

Ｄ

Ｈ
Ｃ
施
工
か
ら
逆
算
し
て

地
下
掘
削
や

躯
体
構
築
の
工
程
管
理
等
を
進
め
て
き
ま

し
た

ま
た
エ
ネ
ル
ギ

を
他
街
区
に
送

る
た
め
の
設
備
洞
道
も
一
部
当
社
が
施
工

を
担
当
し
ま
し
た


　
計
画
変
更
や
軽
量
コ
ン
ク
リ

ト
の
需

要
逼
迫
︵
ひ

ぱ
く
︶
な
ど
に
よ
る
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が

無
事
に
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

の
中
核
を
担
う
施
設
が
完
成
し
ま
し
た


私
は
現
場
を
運
営
す
る
上
で
﹁
人
と
の
つ

な
が
り
﹂
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す

最
盛
期
に
は
当
社
職
員
が
約
１

６
０
人

協
力
会
社
等
を
含
め
る
と
一
日

に
２
０
０
０
人
が
出
入
り
す
る
大
現
場

で

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

日
々
努
力
し

全
て
の
関
係
者
が
一
丸
と

な

て
つ
く
り
あ
げ
た
建
物
に
な

た
と

思
い
ま
す

新
た
な
文
化
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

結
節
点
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ

る
建
物
に
な
る
こ
と
を
願

て
い
ま
す


デッキ南広場外観

ジェクサー高輪パース ４階　クリニックパース ４階　ワークプレイスパース



工　事　概　要

（６）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日） 第２部

TAKANAWA GATEWAY CITY

完成MoN Takanawa: The Museum of Narratives

新
た
な
日
本
文
化
を
創
造
・
発
信

気軽にくつろげる癒やしと交流の場「足湯テラス」

　伝統を未来へつなぎ、新たな日本文化を創造・発信する
ミュージアムとして建設された「MoN Takanawa: The M
useum of Narratives」。日にグランドオープンとなるT
AKANAWA GATEWAY CITYを構成する施設群の中に
あって文化創造の役割を担いながら、「年先へ文化を
つなぐ」という思いを込めた活動を展開していく。大地か
ら空へと昇ることが想起される外観が目を引く独立した低
層の建物は、「風の道」を生み出しながら、街の回遊性を
高める上での核となる。設計・監理を品川開発プロジェク
ト（第Ⅰ期）設計共同企業体（ＪＲ東日本建築設計、ＪＲ
東日本コンサルタンツ、日本設計、日建設計）、外装デザ
インを隈研吾建築都市設計事務所、施工を鹿島が担当した。
施設の運営は、一般財団法人ＪＲ東日本文化創造財団（一
ノ瀬俊郎代表理事）が手掛ける。

■工事名称：品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）２街区
■所　在　地：東京都港区芝浦４－－の一部、－２の

一部
■発　注　者：東日本旅客鉃道株式会社
■設計監理：品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）設計共同企

業体
■施　工　者：鹿島建設株式会社東京建築支店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造一部ＳＲＣ造、ＲＣ造
■階　　数：地下３階地上６階塔屋１階
■用　　途：集会場、展示場、飲食店、自動車車庫、自転

車駐車場、公共用歩廊
■工　　期：年月日～年３月日
　　　　写真提供：ＪＲ東日本

　　　　　　一般財団法人ＪＲ東日本文化創造財団
（撮影：高木康行）

街
を
守
る
﹁
門
神
社
﹂



設計コンセプト
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

鹿島建設株式会社　東京建築支店
品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）
２街区新築工事事務所　　　　

所長　監物　宏輔

品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）設計共同企業体
２街区グループリーダー　　　　　　　　　
株式会社ＪＲ東日本建築設計　　　　　　　　
プロジェクトデザイン本部品川プロジェクト室

部長　野平　展丘

（７） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）第２部

周辺環境や大地と呼応する街の景観に

低
層
建
物
が
﹁
風
の
道
﹂
を
生
み
出
す

最新シアター空間「Box」靴をぬいでくつろげる約畳のスペース「Tatami」

館
内
最
大
の
空
間
﹁
Ｂ
ｏ
ｘ
１
５
０
０
﹂

小
規
模
な
展
示
ス
ペ

ス
の
一
つ
﹁
シ

ラ
ボ
﹂

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ


つなぐ・ひろげるを包む内外一体のスパイラル
　MoN Takanawa: The Museum 
of Narrativesは、日本の伝統や
文化を未来へつなぎ、新たな日本
文化を創造・発信する拠点として
計画された新しいミュージアムで
す。建物内部には、地下階にある
着席・スタンディングの両使いが
可能なホール「Box」、２階
のイベント空間「Box」、５
階の展示空間「Box」の三つ
の機能が積層するように配置しま
した。フライタワーがあるＢｏｘ
を地下に配置し、展示のため
の空間があるBoxを上階に配
置することより、敷地北側にある
築堤の公開が予定されている公園
まで視線が抜ける開放的な吹抜け
空間となりました。吹抜け周りに
は内部と外部をつなぎながら屋上
へと続くスロープや、人々が滞在

できるスペースを設け、そこを回
遊することで、内部で行われる多
様な活動に加え、外部の豊かな緑
や行き交う鉄道の風景を身近に感
じることができます。
　隈研吾氏がデザインした特徴的
な外装はランダムな木ルーバーと
植栽が螺旋状に建物と絡み合い、
渦のような動きと流れを感じさせ
ます。外装に配された植栽は四季
折々に表情を変え、周辺環境や大
地と呼応しながら、新しいまちの
景観を創り出します。
　MoN Takanawaを訪れた人々
がここで見て、体験したことを
「Narratives（物語）」として次
世代へつなげ、広げていく発信者
となり、次の年に向けて新し
い世界を創り出していくことを目
指しています。

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
重
視
の
現
場
運
営

　
人
々
が
住
み

働
く
新
し

い
街
に
多
く
の
方
々
が
訪
れ

て

活
性
化
に
つ
な
げ
る
集

客
施
設
を
今
回
建
設
し
ま
し

た

﹁
こ
の
場
所
に
し
か
な

い
﹂
こ
と
を
意
図
し
た
独
特

な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
を
い
か

に
造
り

工
事
を
完
成
に
導

い
て
い
く
か


施
工
に
当

た
り

現
場
の
力
を
結
集
さ

せ
て
取
り
組
む
必
要
性
を
特

に
感
じ
て
い
ま
し
た


　
﹁
一
人
一
人
が
プ
ロ
フ



シ

ナ
ル
　
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
を
大
切
に
し
　
全

員
一
丸
と
な

て
良
い
仕
事

を
し
よ
う
！
﹂

こ
う
し
た

ス
ロ

ガ
ン
を
掲
げ
て
現
場

を
運
営
し
ま
し
た

今
回
の

よ
う
に
施
工
難
易
度
が
高
い

ほ
ど

事
業
主

設
計
者


技
能
者
ら
関
係
者
と
施
工
者

で
あ
る
我
々
が
意
思
疎
通
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す

そ
の
こ
と
を
所
員
に
も

呼
び
掛
け
ま
し
た


　
隈
研
吾
氏
に
よ
る
外
装
デ

ザ
イ
ン
を
含
め

品
川
開
発

プ
ロ
ジ

ク
ト
︵
第
Ⅰ
期
︶

設
計
共
同
企
業
体
に
よ
る
特

徴
的
な
設
計
で
図
面
に
描
か

れ
た
内
容
を

実
際
の
建
物

と
し
て
具
現
化
す
る
こ
と

が

施
工
者
で
あ
る
我
々
に

与
え
ら
れ
た
役
割
で
す

そ

の
実
現
に
必
要
な
の
は

こ

れ
ま
で
粛
々
と
積
み
上
げ
て

き
た
建
設
技
術
を
駆
使
し
て

施
工
に
当
た
る
こ
と
で
す


例
え
ば

大
空
間
を
構
築
す

る
の
に
採
用
さ
れ
た
ト
ラ
ス

構
造
に
お
い
て

柱

梁

︵
は
り
︶
と
斜
め
の
重
量
部

材
を
安
全
に
組
み
立
て
ら
れ

る
よ
う

技
術
を
生
か
し


基
本
に
忠
実
に
作
業
を
進
め

る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た


　
今
の
現
場
で
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ

ソ
フ
ト
を
使

て
３
Ｄ
で
施

工
図
面
を
描
く
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

以
前
で

あ
れ
ば

２
Ｄ
の
平
面
図
や

断
面
図
だ
け
で
判
断
し
づ
ら

か

た
難
易
度
の
高
い
形
状

も

３
Ｄ
図
面
で
立
体
的
に

イ
メ

ジ
し
な
が
ら
施
工
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
で

す

今
回
の
現
場
で
も
鉄
骨

や
内
装
な
ど
各
種
施
工
に
お

い
て

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
効
果
的
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た


　
品
川
開
発
プ
ロ
ジ

ク
ト

は

我
々
が
担
当
し
た
２
街

区
を
含
め

複
数
工
区
に
お

い
て
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た

そ
の
中
で
も
唯
一
公
道

に
面
し
て
い
な
い
２
街
区

は

隣
接
し
た
現
場
で
道
路

整
備
な
ど
も
同
時
進
行
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た

都
市
再

生
機
構
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
工
事
や
東
京
都
交
通
局
の

﹁
都
営
浅
草
線
・
泉
岳
寺
駅

改
良
工
事
﹂
を
含
め
て
現
場

が
錯
綜
︵
さ
く
そ
う
︶
す
る

中

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
作
業

を
﹁
い
つ
ま
で
に
何
を
終
わ

ら
せ
る
﹂
と
い

た
こ
と
を

明
確
に
す
る
な
ど

相
互
の

工
程
調
整
が
極
め
て
重
要
と

な
り
ま
し
た

そ
う
し
た
調

整
に
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
担
当

者
様
が
前
面
に
立

て
対
応

い
た
だ
け
た
こ
と
は

施
工

者
と
し
て
大
変
あ
り
が
た
く

感
謝
し
て
い
ま
す


　
今
回
の
施
工
で
抱
え
た
苦

労
の
一
つ
に
現
場
で
発
生
す

る
自
然
由
来
の
汚
染
土
の
存

在
が
あ
り
ま
し
た

現
場
か

ら
搬
出
し
た
大
量
の
土
砂
を

受
け
入
れ
る
処
分
地
を
確
保

す
る
の
に
も
奔
走
し
ま
し

た

ま
た

鉄
道
近
接
工
事

で
し
た
の
で

運
行
に
支
障

を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う

現
場
か
ら
の
飛
散
に
も

十
分
に
注
意
し
て
取
り
組
み

ま
し
た


　

日
に
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ
　
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
が
グ
ラ
ン
ド
オ

プ

ン
と
な
り
ま
す

途
中

工

程
的
に
間
に
合
わ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
ご
心
配
を
お
掛

け
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た

そ
う
し
た
中
で
も
Ｊ
Ｒ

東
日
本
や
設
計
を
担
当
さ
れ

た
共
同
企
業
体
な
ど
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り

何
と
か
こ
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
今

は
安
堵
︵
あ
ん
ど
︶
し
て
い

ま
す


　
現
場
で
は

若
手
を
含
め

た
所
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え

ら
れ
た
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
に
頑
張

て
く
れ
た
こ
と

に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す

厳
し
い
工
程
で

作
業
を
進
め
な
が
ら
も
Ｑ
Ｃ

工
程
を
忠
実
に
守
り

施
工

者
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
を
果

た
す
べ
く
品
質
チ


ク
な

ど
に
当
た

て
も
ら
い
ま
し

た


　
み
ん
な
で
苦
労
し
た
分


所
員
全
員
が
大
き
な
達
成
感

を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し

う
か

今
回

の
施
工
を
担
当
す
る
こ
と
で

培

た
経
験
や
教
訓
を
ぜ

ひ

次
の
工
事
に
も
生
か
し

て
現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
思

て
い
ま
す




工
　

事
　

概
　

要

（８）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日） 第２部

こ
こ
に
し
か
な
い
国
際
水
準
の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
住
環
境

TAKANAWA GATEWAY CITY

完成TAKANAWA GATEWAY CITY RESIDENCE

■工　事　名　称：品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）１街区
■工　事　場　所：東京都港区芝浦４丁目番の一部、番２、番３、

番４、番１の一部、番４、番２、番７、番
８、三田３丁目番２、番

■発　注　者：東日本旅客鉃道株式会社
■設計・監理：品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）設計共同企業体（株式

会社ＪＲ東日本建築設計、ＪＲ東日本コンサルタンツ株
式会社、株式会社日本設計、株式会社日建設計）

■施　　　工：株式会社フジタ
■構　　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■階　　　数：地下２階地上階塔屋２階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■廷　床　面　積：，．㎡
■用　　　途：共同住宅戸、インターナショナルスクール、店舗、

駐車場、駐輪場
■工　　　期：年９月日～年２月日
　内観パース提供：ジェイアール東日本都市開発

　完成予想ＣＧは計画中の図面を基に描き起こしたもので実際とは異なります

コ

チ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　国際交流拠点を形成する「TAKANAWA GATEWAY CITY」の最も
北に位置する１街区には、高級賃貸レジデンスが完成した。ＪＲ東日本グ
ループ最大となる総戸数戸の規模。地上階建てのタワー棟とテラス
状の低層棟で構成し、外国人ビジネスワーカーに対応したプレミアムな住
居を提供する。低層部にはインターナショナルスクールが入居し、コンシ
ェルジュやドアマンといった国際水準のホスピタリティーも特長だ。敷地
北側に設けたビオトープをはじめ、都心にいながら自然を感じられる空間
を創出。国際都市・東京の新たなライフスタイルを提案している。
　建物の設計・監理を品川開発プロジェクト（第１期）設計共同企業体
（ＪＲ東日本建築設計、ＪＲ東日本コンサルタンツ、日本設計、日建設計）、
住宅共用内装デザインをＨＢＡ（ハーシュ・ベドナー・アソシエイツ）が
担当。施工はフジタが手掛けた。

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス




戸
の
ラ
グ
ジ

ア
リ

賃
貸
レ
ジ
デ
ン
ス

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

全てにおいてハイレベルな工事　チーム一丸で「成功へのストーリー」描く

　設計コンセプト　　　　環境と響き合う新しい住の景

（９） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）第２部

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ル

ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ

カ
フ

ラ
ウ
ン
ジ

株式会社フジタ
東京支店
品川１街区ＰＪ作業所
所長（統括）
今泉　恵司

　
本
工
事
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
進
め
る

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ

Ｙ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
１
街
区
に
位
置
す

る

地
下
２
階
地
上

階
建
て
超
高
層

住
宅
の
建
設
で
す

延
べ
約

万
８
０

０
０
平
方

と
い
う
規
模
の
大
き
さ
に

加
え

敷
地
の
形
状

鉄
道
近
接
と
い


た
条
件
が
あ
り

非
常
に
難
度
の
高

い
工
事
と
な
り
ま
し
た


　
大
き
な
技
術
的
課
題
の
一
つ
が

地

下
躯
体
の
構
築
計
画
で
し
た

地
下



を
効
率
的
か
つ
安
全
に
構
築
す
る
た

め

部
分
的
な
逆
打
ち
工
法
を
採
用
し

ま
し
た

ま
た

通
常
は
均
一
化
さ
れ

た
部
位
に
用
い
る
プ
レ
キ

ス
ト
コ
ン

ク
リ

ト
を

地
下
の
変
則
的
な
形
状

の
部
材
を
含
め
全
面
的
に
適
用
し
た
点

は
大
き
な
挑
戦
で
し
た

昨
今
の
労
務

不
足
の
中
で
工
程
を
確
実
に
見
極
め
る

た
め
の
判
断
で
し
た
が

一
品
生
産
に

近
い
Ｐ
Ｃ
部
材
の
図
面
作
成
や
製
作
の

管
理
に
は

想
定
以
上
の
労
力
を
要
し

ま
し
た

地
上
躯
体
工
事
に
進
ん
で
か

ら
は

１
フ
ロ
ア
の
１
工
区
を
５
日
で

構
築
す
る
サ
イ
ク
ル
を
う
ま
く
回
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

Ｐ
Ｃ
の
ア

ド
バ
ン
テ

ジ
を
十
分
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た


　
三
角
形
の
敷
地
に
目
い

ぱ
い
に
建

物
を
建
て
る
計
画
で
あ
り

東
側
に
は

Ｊ
Ｒ
の
営
業
線
が
近
接
し
て
い
る
た

め

施
工
管
理
に
は
細
心
の
注
意
が
求

め
ら
れ
ま
す

隣
接
す
る
他
街
区
と
搬

入
道
路
を
共
用
し
て
い
た
た
め

他
施

工
者
と
の
綿
密
な
調
整
が
不
可
欠
で
し

た

必
要
な
時
に
は
夜
間
の
搬
入
も
行


て

工
程
が
滞
ら
な
い
よ
う
臨
機
応

変
に
対
応
し
ま
し
た


　
本
物
件
は
最
高
級
グ
レ

ド
の
賃
貸

レ
ジ
デ
ン
ス
で
す

オ
フ

ス
ビ
ル
と

は
異
な
る
﹁
住
ま
い
﹂
と
し
て
の
見
栄

え
や
性
能
が
求
め
ら
れ
ま
す

Ｒ
Ｃ
造

で
は
珍
し
い
カ

テ
ン
ウ
オ

ル
の
外

装
と
な

て
お
り

高
い
止
水
性
を
確

保
し
つ
つ

内
装
と
の
取
り
合
い
も
精

緻
に
収
め
る
た
め

施
工
に
は
非
常
に

気
を
使
い
ま
し
た

内
装
も
同
様
で


専
門
の
デ
ザ
イ
ナ

が
手
掛
け
る
格
調

高
い
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

カ
ラ

ス
テ
ン
レ
ス
や
木

仕
上
げ
な
ど

デ
ザ
イ
ナ

の
意
向
に

沿

た
材
料
選
定
か
ら
施
工
ま
で

全

て
の
過
程
で
最
高
品
質
を
追
求
し
ま
し

た


　
安
全
面
で
は

線
路
近
接
と
い
う
立

地
か
ら

飛
散
防
止
が
最
重
要
事
項
と

な
り
ま
す

作
業
中
は
も
ち
ろ
ん
終
了

後
も
含
め

物
が
飛
ば
な
い
よ
う
毎
日

の
指
導
を
徹
底
し
ま
し
た

落
下
防
止

ネ

ト
の
設
置
な
ど
設
備
的
な
取
り
組

み
を
実
施
し
た
上
で

職
員
や
安
全
管

理
者

職
長
会
と
い

た
複
数
の
目
で

見
る
パ
ト
ロ

ル
を
行
い
ま
し
た

ま

ず
は
事
故
を
防
ぐ
設
備
を
し

か
り
整

え

さ
ら
に
ヒ


マ
ン
エ
ラ

に
よ

る
﹁
安
全
の
隙
間
﹂
を
い
か
に
潰
し
て

い
く
か

﹁
安
全
に
休
み
は
な
い
﹂
を

モ

ト

に

ル

テ

ン
を
愚
直
に

繰
り
返
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す


　
最
盛
期
は
１
５
０
０
人
を
超
え
る
作

業
員
が
働
き

風
通
し
の
良
い
環
境
と

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
常
に
大
事
に

し
て
き
ま
し
た

協
力
会
社
の
皆
さ
ん

あ

て
の
も
の
づ
く
り
で
す
か
ら


﹁
こ
の
現
場
で
働
き
た
い
﹂
と
思

て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す

職
員
と
作

業
員
が
よ
く
意
思
疎
通
し

気
持
ち
よ

く
仕
事
が
で
き
る
現
場
づ
く
り
に
努
め

ま
し
た


　
２
０
２
０
年
の
準
備
工
事
か
ら
始
ま

り

足
掛
け
６
年
に
及
ぶ
工
事
が
完
了

し
ま
す

当
社
で
も
最
大
級
の
現
場
の

所
長
を
務
め
る
に
あ
た
り

こ
れ
ま
で

の
経
験
で
は
計
れ
な
い

全
て
に
お
い

て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
工
事
と
な
る
こ
と
が

分
か

て
い
た
の
で

不
安
も
あ
り
ま

し
た

し
か
し

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
知

恵
を
借
り
な
が
ら

少
し
ず
つ
﹁
成
功

へ
の
ス
ト

リ

﹂
を
描
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

今
で
は

発
注
者

設

計
者
の
方
々
か
ら
職
員
作
業
員
ま
で


ず

と
一
緒
に
や

て
き
た
チ

ム
が

解
散
し
て
し
ま
う
の
が
さ
み
し
い
と
思


て
し
ま
う
ほ
ど

忘
れ
が
た
い
経
験

で
す

無
事
に
完
成
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す


専
有
部
︵
エ
グ
ゼ
ク
テ

ブ
グ
レ

ド
︶スカイテラス

品川開発プロジェクト（第Ⅰ期）
設計共同企業体
株式会社日本設計　主管　尾崎敦俊

　わたしたちは、TAKANAWA GATEWAY CITY RESIDENCE
のデザインイメージを、かつてこの地に広がっていた海岸線と高
輪崖線、水と緑の出会うこの場所ならではの風景に重ねました。
　スレンダーな高層タワーと段状の低層テラスからなる特徴的な
シルエットは、都心を一望する高層タワーマンションと高輪の
木々に佇（たたず）む低層テラス邸宅といった二つの価値を併せ
持つ住まいのかたちを表現しています。

　外装は、都心のもつ圧倒的な魅力を享受しながら、住むこと自
体を楽しむことができる、街と住まいとの境界が緩やかに溶け合
うような開放的な設えです。高層部は、住戸タイプごとに組み合
わせた自然換気付ガラスカーテンウオールとインナーバルコニー
に、軽やかな水平ボーダーと垂直フィンのレイヤーを重ね「潮の
満ち引きＦｌｏｗ（流れ）」を表します。低層部は、さまざまな
列車が行き交う線路敷のテクノスケープを借景とするテラス住戸
とインターナショナルスクールを、連続する水平ルーバーと段状
の屋上緑化によりまとめ、敷地北側の緑地「Link Biotope」へと
繋げます。
　歴史や場所、環境と強く響き合う、駅と街、そして住まいが一
体となったこの新しい生活の舞台から、明るく希望に満ちた新た
な日々が穏やかに始まることを期待しています。

東京の新たな選択肢



設計コンセプト

まちと連続する「通り」を重ねて　
　　　　大井町の大地を再生する

株式会社ＪＲ東日本建築設計　

事業建築設計本部　事業第二部門　部長　朴　明浩

工　事　概　要

　
首
都
・
東
京
の
南
玄
関
口
と
し
て
再
編
が
進
む﹁
広
域
品
川
圏
﹂

そ
の
一
翼
を
担
う
新
た
な
都
市
生
活
共
創
拠
点
と
し
て

Ｊ
Ｒ
大

井
町
駅
直
結
の
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
が

日
に
ま

ち
び
ら
き
を
迎
え
る

オ
フ

ス

商
業

ホ
テ
ル

レ
ジ
デ
ン

ス

シ
ネ
マ
な
ど
多
様
な
都
市
機
能
を
集
積
し
た
総
延
べ
約

万

平
方

規
模
の
ツ
イ
ン
タ
ワ

と
広
場
空
間
で
構
成

駅
と
周
辺

市
街
地
を
結
ぶ
歩
行
者
ネ

ト
ワ

ク
も
整
備
し
た

建
設
地
は

大
正
時
代
に
鉄
道
車
両
工
場
が
操
業
し
た
地
で

開
発
事
業
者
の

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
と

て
も
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
だ

通
り
道
や
線

路
を
意
味
す
る﹁
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
﹂を
冠
し
た
施
設
の
外
観
に
は


シ


プ
な
縦
の
線
形
デ
ザ
イ
ン
を
採
用

﹁
大
井
﹂
の
地
名
か

ら
連
想
さ
れ
る
水
や
人
の
流
れ

鉄
道
と
道
の
イ
メ

ジ
を
表
現

し
た

設
計
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計

施
工
は
竹
中
工
務
店
が

担
当
し
た


（１０）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日） 第２部

OIMACHI TRACKS

　OIMACHI TRACKSは二つの敷地で構
成されたオフィス、商業施設、住宅、ホテ
ル、広場から成る約万㎡の大型複合
施設です。この大きなボリュームを街と調
和させ、線路に囲まれた建築を街とシーム
レスにつなぎながら街に新たな活力を生み
出す存在に昇華させることを設計の最重要
テーマとしてきました。
　計画地がかつて「大井権現台」と呼ばれ
る小高い丘によって、周辺の豊かな地形と
連続していたことをヒントに、街と連続す
る新たな「通り」を何層にも重ねさまざま
なレベルで街と接続させることでかつての
大地を再生することをコンセプトとしまし
た。OIMACHI TRACKSと街を一つなが
りに連続させながら、計画地を街の新たな

ハブにすることを意図しています。再生し
た大地を彩るランドスケープにおいても、
原風景の再生をテーマに、かつてあった地
形の面影を再現し大井の自然や文化を散り
ばめています。
　外装デザインは、街とスケールを合わせ
るためにフレームやフィンによってボリ
ュームを分割し、この地の記憶である鉄道
の流れや大井の水の流れを想起させるパ
ターンを施すことでOIMACHI TRACKS
のアイデンティティーの一つになることを
期待しました。
　既存の街と新しい街がシームレスにつな
がることで、訪れた方がハレとケが同居す
るような不思議な魅力を感じる場所になる
ことを願っています。BUSINESS TOWERオフィス

CROSS PLAZA（ＪＲ東日本提供） RESIDENCEのリビングダイニングのイメージ

■工事名称：大井町駅周辺広町地区開発（仮称）Ａ街区、
大井町駅周辺広町地区開発（仮称）駅改良他

■工事場所：東京都品川区広町２丁目地内
■事業主体：東日本旅客鉃道株式会社、株式会社アトレ、

株式会社ジェイアール東日本都市開発、日本
ホテル株式会社ほか

■設　計　者：株式会社ＪＲ東日本建築設計
■施　工　者：株式会社竹中工務店
■敷地面積：【Ａ－１街区】約，㎡【Ａ－２地区】約

，㎡
■延床面積：【Ａ－１街区】約，㎡【Ａ－２街区】

約，㎡

■階　　数：【Ａ－１街区】地下３階地上階【Ａ－２街
区】地下２階地上２階

■構　　造：【Ａ－１街区、Ａ－２街区】ＳＲＣ、Ｓ、Ｒ
Ｃ造

■施設概要：【Ａ－１街区】オフィス延べ，㎡、商
業約，㎡、ホテル室、レジデンス
戸（賃貸レジデンス戸、ＳＯＨＯ戸、
サービスレジデンス戸）、駐車場台
【Ａ－２街区】商業約，㎡、駐車場台

■工　　期：年４月３日～年１月日（本体工事）

　パース提供／ＪＲ東日本

に
ぎ
わ
い
生
む
都
市
生
活
共
創
拠
点

OIMACHI TRACKS 開業



強み発揮し　　　　　　　　
　建築・土木シームレスに施工

株式会社竹中工務店専務執行役員総括作業所長

　柴田　恭幸

「明るく、楽しく、元気よく」　　
前向きな姿勢が良い仕事の根底
株式会社竹中工務店東京本店作業所長（オフィス担当）

吉岡　典哉

全体最適を最優先に、　　　　
　　　円滑な連携体制を構築
株式会社竹中工務店東京本店作業所長（ホテル・賃貸住宅担当）

友定　健二

特許取得で　　　　　　　　　
　工期短縮・品質の確保を両立

株式会社竹中工務店東京本店作業所長（駅周辺）

荒谷　清志

（１１） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）第２部 ������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������

制約下でも隙なく安全・品質を追求

営
業
線
近
接
施
工
　

列
車
運
行
止
め
ず
に
完
遂

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ

所長陣の集合写真

HOTEL & RESIDENCE TOWERの外観
（ＪＲ東日本提供）

BUSINESS TOWER外観（ＪＲ東日本提供）

　
５
年
前
の
入
札
時
か
ら
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

携
わ

て
き
ま
し
た
工
事
で
特
徴
的
な
の
は


施
設
建
築
と
道
路
整
備
を
同
時
に
進
め
た
点
で

す

工
程
・
手
順
が
複
雑
で

一
つ
で
も
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
れ
ば
全
体
の
シ
ナ
リ
オ
が
崩
れ
か

ね
な
い
と
い
う
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た


　
だ
か
ら
こ
そ
現
場
で
は﹁
明
る
く
楽
し
く


元
気
よ
く
﹂と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
ま
し
た


ピ

ク
時
は
１
日
２
０
０
０
人
超
が
作
業
に
従

事
し
ま
し
た
が

こ
の
作
業
所
で
働
く
こ
と
を

前
向
き
に
感
じ
て
も
ら
え
る
空
気
づ
く
り
を
意

識
し
ま
し
た

良
い
仕
事
の
根
底
に
は
前
向
き

な
姿
勢
が
あ
り

そ
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
成

果
に
つ
な
が
る
と
考
え

日
々
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
進
め
ま
し
た


　
組
織
運
営
で
心
掛
け
た
の
は

ト

プ
が
ぶ

れ
な
い
こ
と
で
す

所
長
陣
が
意
思
疎
通
や
調

整
を
丁
寧
に
行
い

判
断
軸
を

明
確
に
保
つ
こ
と
が

組
織
の

安
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た


　
プ
ロ
ジ

ク
ト
全
体
で
大
規

模
に
行
わ
れ
た
地
下
工
事
で

は

敷
地
条
件
に
応
じ
て
最
適

な
工
法
を
選
定
し

当
工
区
で

は
逆
打
ち
工
法
を
採
用
し
ま
し

た

品
質
面
で
は
施
工
図
を
重

視
し
ま
し
た

施
工
者
は
品
質

を
守
る﹁
最
後
の
砦︵
と
り
で
︶﹂

で
す

精
度
と
使
い
や
す
さ
を

追
求
し

施
工
図
を
丁
寧
に
作

り
込
み
ま
し
た


　
環
境
面
で
は

鉄
道
施
設
や

近
隣
へ
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と

を
重
視
し
ま
し
た

作
業
員


車
両
台
数
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に

道
路

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
も
近
隣
調
査
や
警
察
と
の

協
議
を
重
ね
ま
し
た

社
員
に
よ
る
周
辺
巡
回

を
行
う
な
ど

地
道
な
活
動
を
続
け
た
結
果


品
川
区
さ
ま
を
は
じ
め
地
域
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す


　
昨
今
の
建
設
資
材
の
高
騰
や
労
務
ひ

迫
と

い

た
課
題
の
中
で

同
時
期
に
行
わ
れ
て
い

た
案
件
の
中
に
は
工
程
に
影
響
が
生
じ
た
も
の

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
も


入
札
要
綱
に
示
さ
れ
た
工
期
よ
り
前
倒
し
で
の

開
業
を
目
指
す
厳
し
い
条
件
で
し
た
が

関
係

者
が
一
体
と
な

て
課
題
を
乗
り
越
え

工
期

内
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

チ

ム

で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が
形
に
な

た
結
果

で
あ
り

誇
り
と
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
い

ま
す


　
駅
施
設
自
体
に
直
接
手
を
入
れ
る
工
事
だ


た
た
め

列
車
の
安
全
運
行
の
確
保
と
駅
利
用

者
に
一
切
迷
惑
を
掛
け
な
い
こ
と
が
大
前
提
で

し
た

作
業
時
間
は
終
電
か
ら
始
発
ま
で
の
限

ら
れ
た
時
間
の
み

残
業
も
早
出
も
で
き
な
い

環
境
で
の
作
業
が
数
年
間
続
き
ま
し
た

地
上

に
十
分
な
敷
地
が
な
く

線
路
上
か
既
存
建
物

の
上
と
い

た
﹁
地
面
の
な
い
場
所
﹂
に
建
物

を
構
築
す
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
挑
戦
で
も
あ
り

ま
し
た


　
当
工
区
は
敷
地
の
最
奥
に
あ
り

他
工
区
の

協
力
が
な
け
れ
ば
搬
入
動
線
を
確
保
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん

夜
間
は
当
工
区

昼
間
は
ホ

テ
ル
・
賃
貸
住
宅
の
工
区
が
同
じ
ヤ

ド
を
使

用
し
て
い
た
た
め

工
程
調
整
や
譲
り
合
い
は

日
常
で
し
た

営
業
中
の
駅
ビ
ル
関
係
者
が


時
間
通
行
で
き
る
経
路
の
確
保
も
含
め

常
に

周
囲
へ
の
配
慮
を
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た


　
特
に
印
象
深
い
の
は

線
路
と
線
路
の
間
と

い
う
極
め
て
狭
い
場
所
へ
の
杭
打
ち
工
事
で

す

掘
削
時
に
軌
道
沈
下
を
起
こ
さ
な
い
よ
う


時
間
常
時
観
測
し

１

の
変
位
も
見
逃
さ

な
い
管
理
を
徹
底
し
ま
し
た

ヤ

ド
不
足
へ

の
対
応
で
プ
ラ
ン
ト
を
約
３
０
０

離
れ
た
場

所
に
設
置
し

配
管
で
接
続
し
ま
し
た

コ
ン

ク
リ

ト
打
設
は
時
間
と
の
勝
負
で
し
た
が


２
本
の
ト
レ
ミ

管
を
交
互
に
切
り
替
え
て
連

続
施
工
を
可
能
に
す
る
方
法
を
新
た
に
考
え
出

し
︵
特
許
を
取
得
︶

工
期
短
縮
と
品
質
の
確

保
を
両
立
さ
せ
ま
し
た


　
厳
格
な
時
間
管
理
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で
し

た
の
で

施
工
計
画
は
徹
底
的
に
作
り
込
み
ま

し
た

同
時
に

作
業
の
中
断
・
中
止
の
判
断

基
準
も
明
確
に
定
め

メ
ン
バ

全
員
で
共
有

し
ま
し
た

﹁
誰
が
担
当
し
て
も
同
じ
判
断
が

で
き
る
﹂体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
迅
速
か
つ
確

実
な
施
工
を
実
現
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す


線
路
・
ホ

ム
内
作
業
で
は

飛
散
物
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
養
生
状
況
や
落
下
物
の
確
認
な

ど

複
数
人
に
よ
る
巡
回
と
写
真
確
認
を
必
ず

実
施
し
列
車
運
行
へ
の
影
響
を
防
ぎ
ま
し
た


　
厳
し
い
条
件
下
で
し
た
が

メ
ン
バ

は
常

に
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
も

強
い
仲
間
意
識

で
支
え
合

て
く
れ
ま
し
た

こ
の
メ
ン
バ


だ

た
か
ら
こ
そ

工
期
内
に
無
事
故
で
完
成

ま
で
た
ど
り
着
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す


　
近
隣
や
駅

関
係
事
業
者
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
施
工
し
ま
し

た
周
囲
を
鉄
道
施
設
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
は


わ
ず
か
な
不
具
合
が
列
車
運
行
に
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
ま
せ
ん

日
々
の
作
業
一
つ
一
つ
に
つ

い
て

常
に
支
障
を
出
さ
な
い
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た


　
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
工
区
を
複
数
に
分
け


そ
れ
ぞ
れ
担
当
所
長
が
率
い
る
体
制
で
し
た

が

担
当
工
区
だ
け
の
部
分
最
適
で
は
な
く
プ

ロ
ジ

ク
ト
の
全
体
最
適
を
優
先
す
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
ま
し
た

所
長
同
士
で
密
に
意

思
疎
通
を
図
り

調
整
を
重
ね
な
が
ら
判
断
す

る
こ
と
で

プ
ロ
ジ

ク
ト
を
前
に
進
め
て
き

ま
し
た

そ
の
姿
勢
は
職
員
に
も
浸
透
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す


　
当
工
区
の
建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
で

工
期
短
縮
を

図
る
た
め
柱
・
梁
・
床
を
含
め
て
プ
レ
キ

ス

ト
︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶
工
法
を
採
用
し

ま
し
た

主
要
部
材
を
工
場
製

作
と
し
現
場
で
組
み
立
て
る
方

式
と
す
る
こ
と
で

敷
地
内
の

施
工
ヤ

ド
が
限
ら
れ
る
中
で

も
資
機
材
の
滞
留
を
抑
え
な
が

ら
施
工
で
き

作
業
効
率
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た


　
品
質
・
安
全
管
理
に
つ
い
て

は

事
前
に
管
理
項
目
を
入
念

に
計
画
し
ま
し
た

実
際
の
現

場
で
は
想
定
外
の
事
象
も
発
生

し
ま
す

協
力
会
社
の
職
長
と

連
携
し
現
地
確
認
を
重
ね
な
が

ら
不
測
の
事
態
に
も
機
動
的
に

対
応
し
ま
し
た

特
に
新
規
作

業
の
開
始
時
な
ど
の
節
目
を
捉
え
て

現
地
状

況
の
把
握
と
管
理
項
目
の
再
確
認
を
重
点
的
に

実
施
し
ま
し
た


　
担
当
工
区
は
敷
地
内
の
車
両
動
線
の
最
深
部

に
位
置
し
て
お
り

工
事
車
両
に
加
え

駅
に

向
か
う
一
般
車
両
の
動
線
確
保
が
不
可
欠
で
し

た

さ
ら
に
駅
工
区
と
施
工
ヤ

ド
を
昼
夜
で

使
い
分
け
る
運
用
だ

た
た
め

工
程
調
整
と

情
報
共
有
の
精
度
が
現
場
運
営
の
成
否
に
大
き

く
影
響
す
る
と
考
え
ま
し
た

チ

ム
内
で

﹁
駅
の
担
当
者
と
譲
り
合
い
・
協
力
す
る
こ
と
﹂

を
徹
底
し

円
滑
な
連
携
体
制
の
構
築
に
努
め

ま
し
た


　
無
事
に
完
成
し
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き

現

場
に
携
わ

た
す
べ
て
の
メ
ン
バ

を
誇
り
に

思
い
ま
す

本
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
得
た
経
験
や

知
見
は

今
後
の
業
務
に
も
確
実
に
生
き
て
い

く
は
ず
で
す


　
現
場
運
営
に
当
た
り
﹁
一
人
ひ
と

り
が
プ
ラ
イ
ド
を
持

て

安
全
と

第
三
者
及
び
営
近
災
害
防
止
に
妥
協

し
な
い
！
隙
の
な
い

風
通
し
の
良

い

皆
が
成
長
で
き
る
日
本
一
の
作

業
所
に
し
ま
す
！
﹂
と
い
う
モ

ト


を
掲
げ
ま
し
た

社
員
だ
け
で
な

く
職
長
や
作
業
員
を
含
め
た
現
場
の

メ
ン
バ

全
員
が
主
体
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
意
識
づ
け
を
行
う
と
と
も

に

率
直
に
意
見
を
交
わ
せ
る
風
通

し
の
良
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し

た

プ
ロ
ジ

ク
ト
を
通
じ
て
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
仕
事
を
成
し
遂
げ

全

員
が
成
長
で
き
る
現
場
を
目
指
し
ま

し
た


　
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
敷
地
は
出
入

り
口
が
１
カ
所
に
限
ら
れ

周
囲
を

営
業
線
な
ど
の
鉄
道
施
設
に
囲
ま
れ
た
極
め
て

制
約
の
厳
し
い
条
件
で
し
た

紙
が
１
枚
飛
ぶ

だ
け
で
も
列
車
運
行
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
環
境
で
す

そ
う
し
た
中
で
隙
な
く
安
全
管

理
を
徹
底
し

第
三
者
や
列
車
運
行
へ
の
影
響

を
防
ぎ
ま
し
た


　
﹁
隙
の
な
い
現
場
﹂
に
は
品
質
を
追
求
す
る

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

各
種
検

査
へ
の
対
応
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に

協

力
会
社
へ
の
指
導
も
丁
寧
に
行
い
ま
し
た

高

い
技
能
を
持
つ
職
人
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が

ら
品
質
確
保
に
努
め
ま
し
た


　
地
上
と
地
下
に
鉄
道
が
走
る
環
境
で

鉄
道

近
接
工
事
や
大
規
模
な
地
下
工
事
を
実
施
し
ま

し
た

一
般
的
に
は
土
木
部
門
が
担
う
領
域
で

す
が

当
社
は
建
築
専
業
で
あ
り
な
が
ら
土
木

・
地
盤
分
野
の
専
門
部
隊
や
技
術
研
究
所
を
擁

し

現
業
社
員
も
ロ

テ

シ

ン
に
よ
る
異

動
を
通
じ
て
専
門
知
識
を
蓄
積
し
て
い
ま
す


建
築
に
加
え

土
木
領
域
の
施
工
を
シ

ム
レ

ス
に
遂
行
で
き
る
点
が
当
社
の
強
み
で
す

工

事
を
完
成
に
導
け
た
の
も

そ
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
た
結
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す


　
こ
の
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
は

地
域
の
み
な
さ
ん
待
望
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
あ

り

当
社
と
し
て
も
そ
れ
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す

各
工
区
を
率

い
た
作
業
所
長
を
は
じ
め
社
員

協
力
会
社
の

メ
ン
バ

を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
改
め
て


Ｊ
Ｒ
東
日
本
さ
ま

Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計
さ

ま

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
��������������������������������������������������� ���������������������������������������������������



（１２）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日） 第２部

OIMACHI TRACKS

TRACKS PARK（ＪＲ東日本提供） SHOPS & RESTAURANTS
HOTEL METROPOLITAN OIMACHI TRACKS TOKYOロビーの
　イメージ 　（ＪＲ東日本提供）

CROSS PLAZA（ＪＲ東日本提供） CROSS PLAZAを５階から望む（ＪＲ東日本提供）

BUSINESS TOWER１階に移設・保存されたれんが壁
（ＪＲ東日本提供）

航空写真（年１月８日撮影、竹中工務店提供）


